
ぼくのげんきのもと 

気仙沼市立面瀬小学校１年 すがわら しおん 

 

ぼくは、しろいごはんがだいすきです。 

とくにしおおにぎりがすきで、のりもまかないでたべるのがいちば

んすきです。しおおにぎりは、ごはんをかめばかむほどあまいあじが

して、とてもしあわせなきもちになります。 

ときどき、おこめをとぐおてつだいをします。 

「おいしくなあれ、おいしくなあれ。」 

おかあさんといっしょにかけごえをかけながらとぎます。ぼくがと

いだおこめでできあがった、あつあつのごはんは、いつもよりぴかぴ

かしていて、とってもおいしいです。 

「きょうのごはんは、ぼくがといだおこめのごはんだよ。みんなはや

くたべてみて。」 

「なんだべ、きょうはとぐべづおいしいごど。しあわせだなあ。」 

じいじ、ばあば、かぞくみんなが、にこにこよろこんでくれて、ぼく

はとてもうれしくなりました。 

そのとき、ぼくは、たんぼをまもるかかしをおもいだしました。つめ

たいあめや、つよいかぜ、あついたいようのひかりにもまけないで、

たんぼをまもってくれているかかしに、おれいをいおうとおもいま

した。かかしがたんぼをまもってくれているおかげで、たくさんのお

こめがとれます。おいしいおこめでたいたごはんをたべると、みんな

がにこにこ、しあわせになるとおもいます。それから、ぼくは、たん

ぼのかかしをみたときは、「かかしさん、きょうもありがとう。」と、

こころのなかでおもっています。 

あさおきて、ごはんのたけたにおいがすると、おなかがなります。そ

れがぼくのいちにちのすたあとです。しろいごはんは、ぼくのげんき

のもとです。たくさんたべて、はやくおおきくなりたいです。 


